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2018 年 8 月 6 日（月） 

                              株式会社カオナビ 

 

人材管理システム市場・3年連続シェア No.1※1のカオナビが 

社員の人事情報を“使える化”する「JOBXフォーマット」を開発 

「人材データプラットフォーム構想」発表 

  

株式会社カオナビ（本社 東京都港区、代表取締役社長 柳橋 仁機、以下「当社」）は、HR テクノロジークラウド市

場のリーディングカンパニーとして、人事情報のデータを“使える化”する「JOBX（ジョブエックス）フォーマット」

を開発し、HR テクノロジーサービスのプラットフォームとなる「人材データプラットフォーム構想」を発表します。 

  

このたび発表する「人材データプラットフォーム構想」は、散在する社員のデータを集約し、人事マスターデータと

して“使える化”するためのプラットフォームが必要であるという考えから誕生しました。 

本構想の実現に向けた第一弾の取り組みとして提供する「JOBX フォーマット」は、これまでの 1,000 社を超える導

入実績から得たデータ分析をもとに、必要な項目を厳選し”使える化“を実現したフォーマットです。 

※エンプロイージャーニー：「企業が入社前から退職後まで従業員との継続的な関係構築を行っていくこと」と定義。 

 

■社会背景： HR テクノロジーサービスの土台となる人事マスターデータの整備・運用が急務に。 

働き方改革関連法に向けた市場の流れや、採用難・転職市場の活性化などの変化を受け、HR テクノロジー市場は毎

年 140％以上の成長を続け※2、それに伴い、HR テクノロジーサービスが続々と登場しています。それらを利用する各

社は、給与計算や勤怠管理などの各機能に特化したサービスを導入し、それらのサービスを効率的に活用するために、

人事マスターデータのルールの統一、およびその整備・運用が急務となっています。 

※1.ITR「ITR Market View：人事・人材管理市場 2018」人材管理市場：ベンダー別売上金額シェアで 3 年連続 1 位（2015～2017 年度予測）
 

※2.ミック経済研究所「HR Tech クラウド市場の実態と展望 2017 年度版」 

 

■人材データプラットフォーム構想のコアとなる「JOBX フォーマット」と “使える化”に向けた取り組み 

「JOBX フォーマット」は各項目を選択式で入力する仕組みのため、表記の揺らぎもなく、人材情報の「並べやすい・

見つけやすい・読みやすい」を叶え、より精度の高い“使える化”を実現します。また、「JOBX フォーマット」を利用し

たデータの蓄積により、自社で簡単に集計・分析が可能になる上、統計上と比較した分析も可能となります。 
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人材データプラットフォーム構想の実現にあたり、2018 年度内に以下の 3 つの機能の追加を予定しています。 

 

① 入社手続き・社員情報変更のワークフローシステム 

入社者自ら、入社手続きに必要な情報を直接入力し、社会保険関係の手続きを自動で行うことができるワークフロー

システムです。加えて、在職者のデータメンテナンスにも対応し、結婚・出産といったライフステージの変更によって

生じる社員情報の更新も容易に可能となります。常に最新のデータを保つことができるため、人事・総務部の業務をよ

り効率化することができます。 

 

② 履歴・職歴登録アプリ 

個人が自身の履歴や職歴をスマホ上で簡単に登録・管理できるアプリです。このアプリにより、企業側はアプリ上で

取得したデータを『カオナビ』に自動で反映させることができるようになります。これまで紙で管理していた履歴書や

経歴書をデータで管理できることで、業務効率化はもちろんのこと、入社前の時点で、個人のスキルや経歴を把握し、

一部の管理職間で共有することができます。また個人は、アプリで自身の情報を管理できるため、常に最新のデータを

維持することが可能です。 

 

③ 退職者コミュニケーションツール 

『カオナビ』に退職者の履歴を保管することで、アルムナイ（同窓会）ネットワークの構築が可能です。例えば、

退職者に対してイベント招待やアンケートなどを送り、コミュニケーションを継続的にとることで、優秀な退職者を

再雇用するなど、人材獲得の機会を創出することができます。さらに、「JOBX フォーマット」により正規化されたデ

ータで管理することで、募集要項に合った退職者を選定し、アプローチすることも可能となります。 

 

 

■人材データプラットフォーム構想に向けた展望 

本構想は、当社が人材管理システム市場シェア No.1 の実績をもっていることに加え、『カオナビ』が、タレントマ

ネジメントシステムであり、なおかつ入社前の社員から在職者・退職者まで、全社員の人事情報が登録可能であるから

こそ実現できる構想であると考えています。 

今後は、給与や勤怠といった労務管理を中心としたサービスや、求人サービスとの API 連携を進めることで、人材デ

ータプラットフォーム構想の可能性を広げていきます。 

 

 

■人材マネジメントプラットフォーム『カオナビ』とは 

 『カオナビ』は、顔写真が並ぶシンプルな画面から一元化された人材情報をクラウド上で簡単に共有できるプラッ

トフォームです。社員の顔や名前、経験、評価、スキル、才能などの人材情報を一元管理して可視化することで、最適

な人材配置や抜擢といった人材マネジメント業務をサポート。あらゆる人材マネジメントの課題を解決し、企業の働き

方改革を実現する HR テクノロジーサービスとして、2012 年のローンチ以降、業種・業態を問わず 1,000 社以上の経

営者や現場のマネジメント層に選ばれています。2020 年には、導入企業 3,000 社を目指し、リーディングカンパニー

として市場を牽引してまいります。 
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■株式会社カオナビについて 

株式会社カオナビは、「顔と名前が一致しない。」という悩みを解決すべく誕生したクラウド人材プラットフォーム『カ

オナビ』を運営しています。人材マネジメントにおけるプラットフォーマーとして、日本の「働き方」を変えていきた

いと考えています。 

  

所在地 ： 東京都港区元赤坂 1-2-7 AKASAKA K-TOWER 5F 

設立 ： 2008 年 5 月 27 日 

資本金 ： 4 億 4085 万円 

代表者 ： 代表取締役社長 柳橋仁機 

事業内容 ： クラウド人材プラットフォーム『カオナビ』の開発・提供 

会社 HP ： https://corp.kaonavi.jp/ 

 

※ カオナビ導入社数は 2018 年 5 月 18 日時点での数値です。 

※ 本リリースに記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

※ プレスリリースに掲載されている内容、サービス／製品の価格や仕様その他の情報は、発表時点の情報です。予告なく変更する場合があります。 

 

https://corp.kaonavi.jp/

